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巻頭言
見 つ け る
　コロナ禍の2020年度、教育活動はいつも迷いのなかにあった。
　所属する児童学科は教職・資格課程を備えており、緊急事態宣言の下で教育実習や保育実習を進めるこ























について（令和 2 年 3 月19日現在）」（厚生労働省子ども家庭局総務課少子化総合対策室他事務連絡）で提示された
のは、「保育所における感染症対策ガイドライン（2018年改訂版）」（厚生労働省）であった。COVID-19以前
の感染症対策で問題ないというのである。このガイドラインは保育士課程 2 年次の必修事項。だとしたら、
私たちの実習は実施可能ではないか。
　1944年の東京都で、戦時託児所に替わった後も幼稚園時代と変わらぬ保育内容を続けた幼稚園があり（矢
治夕起「昭和戦中期の戦時託児所について―幼稚園から戦時託児所への転換事例①」淑徳短期大学研究紀要53）、戦時託児
所設置基準が日課と示した「神前礼拝」をキリスト教礼拝で守り続けた保育施設があり（興望館資料室所蔵
資料）、今日の史的検討を経ることでその活動が幼児本位の保育を守った意味が明らかにされている。
　今年度、判断の根拠を資料の中に見つけ、迷いながらも進めた活動の意味は今はまだ分からないけれど。
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